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(57)【要約】
　妊孕性認識法（ＦＡＭ）に基づいて、妊娠可能期間を
示すためのシステム及び装置が開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　上面及び底面を有するハウジングと、
　前記底面上に配設された温度センサと、
　前記装置が充電ドック内にドッキングされたときに前記装置を充電するように構成され
た充電回路及び１つ以上の電荷電極又は接点と、
　前記装置がドッキングされたときに、ドッキングステーションにデータを転送するよう
に構成された出力ポートと、
　前記ハウジング内に配設されたプリント回路基板であって、
　　前記温度センサに結合された１つ以上のプロセッサと、
　　コンピュータ可読命令を記憶するメモリであって、前記命令は、前記１つ以上のプロ
セッサによって実行されると、前記１つ以上のプロセッサに、
　　前記１つ以上のプロセッサによって、前記温度センサからユーザの基礎体温測定値を
取得することと、
　　前記１つ以上のプロセッサによって、前記メモリに前記ユーザの基礎体温測定値を記
憶することと、
　　前記１つ以上のプロセッサによって、前記装置が前記ドッキングステーション内にド
ッキングされていると判定することと、
　　前記１つ以上のプロセッサによって、前記メモリから前記出力ポートに前記基礎体温
測定値を出力し転送することと、を含む動作を行わせる、メモリと、を含む、プリント回
路基板と、を備える、装置。
【請求項２】
　前記上面又は底面の少なくとも一部分が、タッチ感知性である、請求項１に記載の装置
。
【請求項３】
　前記装置が、前記ユーザの皮膚上の汗中の塩化物イオン濃度の変化を検出するためのバ
イオセンサを含み、前記１つ以上のプロセッサによって、前記検出された濃度変化を前記
メモリに記憶する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　装置であって、
　上面及び底面を有するハウジングであって、前記上面は、妊孕性認識（ＦＡ）装置を受
容するための凹部を有する、ハウジングと、
　前記ハウジング内に配設され、１つ以上の周囲光源を含む周囲光インジケータシステム
と、
　前記ハウジング内に配設されたプリント回路基板であって、
　　前記周辺光インジケータシステムに結合された１つ以上のプロセッサと、
　　コンピュータ可読命令を記憶するメモリであって、前記命令は、前記１つ以上のプロ
セッサによって実行されると、前記１つ以上のプロセッサに、
　　　前記１つ以上のプロセッサによって、前記ＦＡ装置の出力ポートからの１つ以上の
基礎体温測定値及びメモリからのユーザ入力データを取得することと、
　　　前記１つ以上のプロセッサによって、前記基礎体温測定値及び前記ユーザ入力デー
タからの妊孕性認識情報を判定することと、
　　　前記判定に応答して、前記１つ以上のプロセッサによって、前記周囲光インジケー
タシステムが、妊孕性状態を示す前記妊孕性認識情報に従って１つ以上の周囲光源を活性
化又は非活性化するように指令することと、を含む動作を行わせる、メモリと、を含む、
プリント回路基板と、を備える、装置。
【請求項５】
　１つ以上のオーディオラウドスピーカと、
　１つ以上のマイクロフォンと、
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　前記１つ以上のプロセッサ、前記１つ以上のマイクロフォン、及び前記１つ以上のオー
ディオラウドスピーカに結合されたオーディオサブシステムと、を更に備える、請求項４
に記載の装置。
【請求項６】
　前記装置が、
　少なくとも前記１つ以上のプロセッサに電力を供給するための再充電式電池と、
　前記再充電式電池に結合された充電回路と、
　前記充電回路に結合された１つ以上の光起電セルと、を更に備える、請求項４に記載の
装置。
【請求項７】
　前記装置が１つ以上の誘導コイルを更に備え、前記充電回路が誘導充電用に構成されて
いる、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記メモリが、音声コマンドを受信し、及び／又は音声要求若しくは質問に応答するた
めの、前記装置上のデジタルアシスタントをインスタンス化する命令を含む、請求項４に
記載の装置。
【請求項９】
　タッチ入力を受信するように構成されたタッチ感知ディスプレイを更に備える、請求項
４に記載の装置。
【請求項１０】
　データを別のデバイスに送信し、オーバーエア（ＯＴＡ）プログラミングを受信するよ
うに構成された無線送受信機と、
　１つ以上のデバイスへの有線接続のための１つ以上の物理ポートと、を更に備える、請
求項４に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ユーザ入力データが暗号化される、請求項４に記載の装置。
【請求項１２】
　前記１つ以上のプロセッサによって、前記妊孕性認識情報を判定することが、
　基礎温度測定値の履歴又はユーザ入力データの履歴のうちの少なくとも１つに機械学習
アルゴリズムを適用することを更に含む、請求項４に記載の装置。
【請求項１３】
　前記妊孕性認識情報が、最大妊孕性の時期又は最小妊孕性の時期のうちの少なくとも１
つを示す、請求項４に記載の装置。
【請求項１４】
　方法であって、
　第１のバイオセンサによって、ユーザの基礎体温測定値を取得することと、
　１つ以上のプロセッサによって、前記基礎体温測定値及びユーザ入力データに基づいて
、前記ユーザの妊孕性状態を判定することと、
　前記１つ以上のプロセッサによって、及び前記判定された妊孕性状態に基づいて、１つ
以上の周辺光の色を選択することと、
　前記選択された１つ以上の周囲光の色を有する１つ以上の周囲光源を活性化することと
、を含む、方法。
【請求項１５】
　前記１つ以上のプロセッサによって、前記ユーザの前記妊孕性状態を判定することが、
　基礎温度測定値の履歴又はユーザ入力データの履歴のうちの少なくとも１つに機械学習
アルゴリズムを適用することを更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザの前記妊孕性状態が、最大妊孕性の時期又は最小妊孕性の時期のうちの少な
くとも１つを示す、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
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　前記プロセッサによって、前記妊孕性状態に基づく質問を出力することと、
　前記プロセッサによって、前記質問に対する応答を受信することと、
　前記プロセッサによって、前記妊孕性状態を更新することと、
　前記プロセッサによって、前記更新された妊孕性状態を記憶することと、を更に含む、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　第２のバイオセンサによって、ユーザの皮膚上の汗中の塩化物イオン濃度の変化を検出
し、１つ以上のプロセッサによって、前記検出された濃度変化を前記メモリに記憶するこ
とを更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　第３のバイオセンサによって、雌ホルモンヒト絨毛性ゴナドトロピン（ｈＣＧ）及び黄
体形成ホルモン（ＬＨ）の濃度の変化を検出することを更に含む、請求項１４に記載の方
法。
【請求項２０】
　無線周波数識別子（ＲＦＩＤ）リーダの存在を検出することと、
　前記検出することに応答して、前記妊孕性状態を前記ＲＦＩＤ読み取り機に出力するこ
とと、を更に含む、請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、全般的には、妊孕性モニタリング及びホルモン周期認識に関する。
【背景技術】
【０００２】
　女性の妊娠可能期間は、女性が排卵する日であり、その日までの５日間である。排卵と
呼ばれる、妊娠可能期間の最後の日は、卵巣のうちの１つが卵を卵管に放出するときのサ
イクルの相であり、これは、受精のために彼女のパートナーの精子を待っている。放出さ
れると、卵は、受精するために約２４時間の寿命しか有さない。卵が受精されない場合、
それは分解し、次の月経を引き起こす。卵が２４時間のみ生存可能である場合であっても
、そのパートナーの精子は、性交後の最大５日間にわたって卵を生存及び受精することが
可能であるため、排卵の５日間内の任意の性交は、受胎をもたらす可能性がある。性交が
排卵により近いことは、受胎の可能性をより高くする。
【０００３】
　従来の知見は、雌が期間を開始した後、サイクルを通じて、又は１４日後に、卵が生じ
ることである。排卵の時間は、女性のサイクルの長さ及び一貫性、並びに任意の外部流入
（例えば、ストレス、栄養不良）に応じて、女性から女性、及び更にはサイクルごとに大
きく異なり得る。過去には、人は、卵を予測するための多数の異なる方法に依存している
。いくつかの方法は、基礎体温、子宮頸部流体、物理的症状などを含む、妊孕性データの
データロギングに依存する。基礎体温（ＢＢＴ）は、休止中（例えば、睡眠中）に得られ
る最低体温である。ＢＢＴは、目覚めの直後、及び任意の身体的活動が行われる前の温度
測定によって推定することができる。この測定により、真のＢＢＴよりも若干高い値が得
られる。
【０００４】
　ほとんどの女性では、排卵は、ＢＢＴ中で少なくとも０．２℃（０．４°Ｆ）の持続的
な増加を引き起こす。ＢＢＴの監視は、排卵の日を推定する１つの方法である。女性が、
排卵前により低い温度を有し、その後より高い温度を有する傾向は、二相温度パターンと
して知られている。このパターンを慈善的な意識の構成要素として使用することができる
。
【０００５】
　妊孕性認識に伴う世界的な問題の１つは、教育及びアクセシビリティの欠如である。自
然出生制御／妊孕性制御方法は、容易にアクセスできない。天然の出生制御／妊孕性制御
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方法は、教育者、医師、医薬品会社などによって教示されないか、促されるか、又はアク
セス可能である。妊娠しようとするものは、多くの場合、適切な教育及び洞察を与えるの
ではなく、適切な教育及び洞察を与えるのではなく、適切な教育及び洞察を与えるのでは
なく、恐らくは困難なものである場合、侵襲的方法に押し込まれることが多い。妊娠する
ことを望むものは、多くの場合、全ての利用可能な選択肢について適切な情報を与えられ
るのではなく、侵襲的方法に押し込まれることが多い。要するに、結合は、それらの本体
が協働して協働する自然な方式で、接触を失っている。それらは、それ自体のボディ又は
互いと比較して、薬学的企業及び医師とより多く通信する。
【０００６】
　既存の自然出生制御／妊孕性制御方法は、複雑で、混乱しており、かつ縦列である。出
生制御ピル、分娩、及び子宮内避妊デバイス（ＩＵＤ）などの既存の出生制御方法は、侵
襲性である。これらの方法は、脳卒中、体重増加、痙攣、不妊症、性別の減少、骨盤の炎
症性疾患（ＰＩＤ）、子宮穿孔などの、多数の深刻な即時的副作用を有する。子宮頸部癌
の増加した割合など、長期的な副作用も存在する。出生制御方法はまた高価であり、関係
に悪影響を及ぼす可能性がある。例えば、ほとんどの出生制御方法は、女性にとって重く
なっている。その結果、出生制御及び妊孕性の周囲の問題を克服する際に、通信が困難で
あるため、関係に悩まされる可能性がある。洞察の欠如は、結合間の通信における破壊を
もたらす可能性がある。
【発明の概要】
【０００７】
　妊孕性認識法（ＦＡＭ）に基づいて、妊娠可能期間を示すためのシステム及び装置が開
示される。
【０００８】
　一実施形態では、装置は、上面及び底面を有するハウジングと、底面上に配設された温
度センサと、装置が充電ドック内にドッキングされたときに装置を充電するように構成さ
れた充電回路及び１つ以上の電荷電極又は接点と、装置がドッキングされたときに、ドッ
キングステーションにデータを転送するように構成された出力ポートと、ハウジング内に
配設されたプリント回路基板であって、温度センサに結合された１つ以上のプロセッサと
、コンピュータ可読命令を記憶するメモリであって、コンピュータ可読命令は、１つ以上
のプロセッサによって実行されると、１つ以上のプロセッサに、１つ以上のプロセッサに
よって、温度センサからユーザの基礎体温測定値を取得することと、１つ以上のプロセッ
サによって、メモリにユーザの基礎体温測定値を記憶することと、１つ以上のプロセッサ
によって、装置がドッキングステーションにドッキングされていると判定することと、１
つ以上のプロセッサによって、メモリから出力ポートに基礎体温測定値を出力し転送する
ことと、を含む動作を行わせる、メモリと、を含む、プリント回路基板と、を備える。
【０００９】
　一実施形態では、装置は、上面及び底面を有するハウジングであって、上面は、妊孕性
認識（ＦＡ）装置を受容するための凹部を有する、ハウジングと、ハウジング内に配設さ
れ、１つ以上の周囲光源を含む周囲光インジケータシステムと、ハウジング内に配設され
たプリント回路基板であって、周辺光インジケータシステムに結合された１つ以上のプロ
セッサと、コンピュータ可読命令を記憶するメモリであって、コンピュータ可読命令は、
１つ以上のプロセッサによって実行されると、１つ以上のプロセッサに、１つ以上のプロ
セッサによって、ＦＡデバイスの出力ポートからの１つ以上の基礎体温測定値及びメモリ
からのユーザ入力データを取得することと、１つ以上のプロセッサによって、基礎体温測
定値及びユーザ入力データから妊孕性認識情報を判定することと、判定に応答して、１つ
以上のプロセッサによって、周囲光インジケータシステムが、妊孕性状態を示す妊孕性認
識情報に従って、１つ以上の周囲光を活性化又は非活性化するように指令することと、を
含む動作を行わせる、メモリと、を含む、プリント回路基板と、を備える。
【００１０】
　一実施形態では、方法は、バイオセンサによって、ユーザの基礎体温測定値を取得する
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ことと、プロセッサによって、基礎体温測定値及びユーザ入力データに基づいて、ユーザ
の妊孕性状態を判定することと、１つ以上のプロセッサによって、及び判定された妊孕性
状態に基づいて、周囲光の色を選択することと、選択された周囲光の色を有する１つ以上
の周囲光源を活性化することと、を含む。
【００１１】
　本明細書に開示される特定の実施形態は、以下の利点のうちの１つ以上を提供する。開
示されたシステム及び装置は、単にそれらの身体の制御を行うための使用を可能にする。
システム及び装置は、従来の妊孕性認識製品よりも安価であり、よりアクセス可能である
。装置は、家族についての教育とともに、及びそれらがどのように機能することを意味す
るか（例えば、最小限のソフトウェアの更新、他のデバイスに対する依存性なし）。シス
テム及び装置は、製品が生産の制御溶液を最も必要とする世界の部分への製品のオフセッ
ト寄付を購入する、妊孕性認識プログラムの一部であり得る。提供される妊孕性認識及び
ホルモン周期情報システム及び装置は、思春期から閉経期までの全寿命の女性によって使
用され得る。
【００１２】
　システム及び装置は、妊娠を達成する、又は妊娠を回避する、改善された機会を提供す
るのに役立つ。システム及び装置は、女性が身体と接触して戻ることを助け、それらを身
体の内側及び連結部の間にあるものに見込む。システム及び装置は、女性と彼女の身体と
の間の通信を改善するのに役立ち、より強力な感触を有し、それが生じたときに問題を迅
速に識別し、また、彼女のパートナーとの通信も改善する。システム及び装置は、複雑な
、厄介な出生制御方法を除去し、ホルモンの出生制御困難（例えば、性別の減少、ホルモ
ンの変動など）を除去することによって、それらの関係を改善するのに役立ち得る。
【００１３】
　開示される実施形態の詳細を、添付の図面及び以下の説明に記載する。他の特徴、目的
、及び利点は、説明、図面、及び特許請求の範囲から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】一実施形態に係る、妊孕性認識システム（ＦＡＳ）の上面図である。
【図１Ｂ】一実施形態に係る、図１Ａの妊孕性認識（ＦＡ）デバイスの底面図である。
【図１Ｃ】一実施形態に係る、ＦＡＳの側面図である。
【図２】一実施形態に係る、ＦＡデバイス／充電ドックアーキテクチャのブロック図であ
る。
【図３】一実施形態に係る、妊娠可能期間を判定するためのプロセスのフローチャートで
ある。
【００１５】
　様々な図面において使用される同じ参照記号は、同様の要素を指標する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　概要
　ＦＡＭは、女性のサイクルにおける繁殖力及び推定時間を予測する方法である。ＦＡＭ
は、身体徴候に基づくものであり、これは、排卵を引き起こすホルモンに応答して、各月
経周期中に変化する。妊娠しようとしていない場合、正確に続く場合、ＦＡＭは、妊娠を
予防する際に９９％有効性を超えて到達することができる。妊娠しようとする場合、ＦＡ
Ｍに続いて、考えられる確率が劇的に増加する。結合を支援するために、ＦＡＭを実施す
るために、軽量、小型フォームファクタの妊孕性認識システム（ＦＡＳ）が開示されてい
る。
【００１７】
　ＦＡＳは、コンパニオンアプリケーション又はデバイスなしに、データをセキュアに記
憶する。ＦＡＳは、単純なユーザインターフェース（ＵＩ）と共にナビゲートされるユー
ザである。一実施形態では、ＦＡＳは、周囲インジケータ光システムを有するベッド側充
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電ドックを含む。ＦＡＳは、有線及び無線接続性及び／又は１つ若しくは２つ以上の出力
ポート（例えば、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、Ｔｈｕｎｄｅｒｂｏｌｔ（登録
商標））を含み、ユーザが医師とデータを容易かつセキュアに共有することを可能にする
。ＦＡＭＤは、オン－ゴ充電を可能にするために、光起電力電池から再充電することがで
きる再充電式電池を含むことができる。一実施形態では、ＦＡＳは、充電マットを使用し
て充電式電池を誘導充電するための回路を含む。別の実施形態では、ＦＡＳは、過空気（
ＯＴＡ）無線充電用の回路を含む。
【００１８】
　ＦＡＳは、それらの本体及び本体がどのように協働するかについて結合を教育すること
ができるＦＡＭ情報を記憶するように構成される。それは、女性のサイクルを追跡し、し
たがって、入力データ（複数のデータポイント）及びＢＢＴを使用して、繁殖力のある及
び推測された期間を追跡する。一実施形態では、装置上で実行されるソフトウェアは、女
性のサイクルを学習し、女性がサイクル内にある場所に基づいてデータをプッシュ及び引
出しする。ＦＡＳは、自動的かつ自然に（充電ドック表示灯システムを介して周囲様式で
）、女性が繁殖力を持っているとき、又は繁殖力がないときには、連結具を自動的にかつ
自然に（充電ドック表示灯システムを介して周囲の様式で）、結合具は、結合が妊娠しよ
うとしているか妊娠しようとしているかどうかに基づいて、バリヤー法なしに性別を有す
るか、又は有さなくてはならない。
【００１９】
　潜在的な問題又は妊娠に対する障壁を検出及び診断することに加えて、ＦＡＳによって
収集されたデータは、医師又は他の医療専門家と安全に共有されて、任意の異常を確認及
び議論することができる。また、収集されたデータにより、ユーザは、その周期全体にわ
たって変動するホルモンレベルが、身体的、精神的、及び情動的状態及び幸福への洞察を
どのように提供できるかを理解することができる。そのような洞察は、思春期、誕生年数
、及び閉経期の間など、ユーザのライフサイクル全体の多くの点において有益であり得る
。
　例示的な妊孕性認識システム
【００２０】
　図１Ａは、一実施形態に係る、ＦＡＳ　１００の上面図である。図示の例では、ＦＡＳ
　１００は、ＦＡデバイス１０２及び充電ドック１０３を含む。ＦＡデバイス１０２及び
／又は充電ドック１０３は、ＦＡデバイス１０２及び／又は充電ドック１０３をオン又は
オフにするための１つ以上のタップ、電池寿命のチェック、セットアップ手順の開始など
の、タッチ入力に応答するタッチ感知面又はディスプレイを含むことができる。示される
例示的な実施形態では、充電ドック１０３は、別の電子デバイス（例えば、コンピュータ
）から電力を接続及び受信するためのコンセント及び／又はＵＳＢポートに接続するため
の電気コードを含む。充電ドック１０３はまた、誘導充電又はＯＴＡ無線充電用の充電式
電池及び充電回路を含むことができる。
【００２１】
　ＦＡデバイス１０２は、充電ドック１０３の凹部領域内にユーザによって配置すること
ができる。陥凹領域内に配置されると、ＦＡデバイス１０２（図示せず）の底部上の１つ
以上の充電電極／接点は、凹部領域内の充電電極／接点と電気的に接続して、充電ドック
１０３によるＦＡ装置１０２の充電を容易にする。示される例では、ＦＡデバイス１０２
及び充電ドック１０３は両方ともディスク形状のハウジングを有する。しかしながら、Ｆ
Ａデバイス１０２及び充電ドック１０３のための異なる形状形成因子を含む、任意の所望
のフォームファクタをＦＡデバイス１０２及び充電ドック１０３に使用することができる
。
【００２２】
　一実施形態では、ＦＡデバイス１０２及び／又は充電ドック１０３は、オーディオサブ
システムを使用して、月経周期に関するユーザ質問を尋ねることができる。これらの質問
は、ＦＡＳ　１００の設定中に求められ得る。一実施形態では、有線若しくは無線キーボ
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ード、又は専用のリモートデバイス（例えば、スマートフォン、タブレットコンピュータ
）を使用して、無線又は有線接続を通じてＦＡＳ　１０２及び／又は充電ドック１０３に
回答を入力することができる。一実施形態では、質問は、全サイズキーボードを使用して
、そのデスクトップコンピュータでユーザによって回答することができる。回答は、ユー
ザの無線ローカルエリアネットワーク（例えば、ＷｉＦｉ，Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標、以下同じ））を介して、又はオーバーエア（ＯＴＡ）無線ネットワーク（例えば、セ
ルラーネットワーク）を介して、ＦＡＳ　１００にダウンロードすることができる。一実
施形態では、合成された音声又はデジタルアシスタントを使用して質問を求めることがで
きる。例えば、設定中、ＦＡＳ　１００は、ＦＡデバイス１０２及び／又は充電ステーシ
ョン１０３（図示せず）上のラウドスピーカを介して合成された音声を質問し、ＦＡデバ
イス１０２及び／又は充電ステーション１０３上の１つ以上のマイクロフォン（図示せず
）を介してユーザの回答を受信することができる。質問は、はい／いいえの形式、チェッ
クボックス、テキスト入力フィールド、タッチ入力などが挙げられるが、これらに限定さ
れない、任意の所望の形式で提示することができる。
【００２３】
　初期化中、いくつかの実施形態では、ユーザは、ＷＩＦＩパスワードを入力して、ＦＡ
Ｓ　１００をユーザの無線ローカルエリアネットワーク（例えば、ＷｉＦｉネットワーク
）に接続することができる。初期化後、ＦＡＳ　１００は、音声コマンドに応答すること
ができ、インターネットへの接続、ユーザの質問に応答する、ニュースを読むこと、ウェ
ブを検索すること、オンライン購入を行うこと、電話の呼び出しを行う、食品又はサービ
スを順序付け、音楽を再生するなどの追加のサービスを提供することができる。一実施形
態では、ＦＡデバイス１０２及び／又は充電ドック１０３は、タッチ入力に応答し、前述
の質問を含む情報も表示するタッチ感知ディスプレイを含むことができる。一実施形態で
は、ＦＡデバイス１０２及び／又は充電ドック１０３は、音楽を再生するためのメディア
プレーヤを含むことができる。一実施形態では、充電ドック１０３はまた、１つ以上の機
械ボタンを使用して、又は別のデバイス（例えば、無線キーボード）による無線若しくは
有線接続を介してユーザによってプログラムすることができるデジタルアラームクロック
であってもよい。
【００２４】
　充電ドック１０３は、異なる色の光を使用して、カップルに対し妊孕性状態に関する視
覚的フィードバックを提供するための、周辺光インジケータシステム（ＡＬＩＳ）１０４
を含む。収集されたユーザ入力データ及び温度測定値を処理した後、ＦＡＳ　１００は、
妊娠を回避するか、又は妊娠中に支援されることを望む結合の好みに基づいて、妊孕性状
態を示す。例えば、ＦＡＳ　１００がユーザが妊娠可能期間にあると判定すると、周囲光
インジケータシステムは、例えば、緑色又は赤色になり、ユーザが妊娠可能期間にないと
き、周囲光インジケータシステム１０４は、例えば、赤色又は緑色に変わる。視覚フィー
ドバックを提供するために、任意の色又は色スキームを使用することができる。また、異
なる色を使用して、最大の繁殖力の時間又は最小の繁殖力の時間を信号化することができ
る。
【００２５】
　一実施形態では、光は、パターンで瞬きするか、又はパターン内の色の間で交互に点滅
して、ユーザの妊孕性ウィンドウ又は他の情報（例えば、残りのバッテリ電力）に関する
フィードバックを提供することができる。一実施形態では、ＦＡＳ　１００は、特定の音
楽又は他のオーディオキュー（例えば、サウンドエフェクト、ジャンル、着信音、合成音
声）を再生することによって、オーディオフィードバックなどの視覚以外の異なる又は追
加のフィードバックを提供することができる。一実施形態では、ＦＡＳ　１００は、ユー
ザの無線ローカルエリアネットワーク又は短距離通信リンク（ブルートゥース（登録商標
）、近距離、ＺｉｇＢｅｅｃ（商標））及び広域ネットワーク（例えば、インターネット
）を介して、他のユーザデバイス（例えば、スマートフォン、タブレットコンピュータ）
にメッセージ又は通知を送信する。
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【００２６】
　図１Ｂは、一実施形態に係るＦＡ装置１０２の底面図である。ＦＡ装置１０２の底部は
、温度センサ１０１を含む。ユーザは、温度センサ１０１を、特定の期間（例えば、ウェ
イクアップ後に各朝）、その基礎体温を測定し、ＦＡＳ　１００と位置合わせすることが
できる。例えば、ＦＡ装置１０２は、ユーザのベッドサイドテーブル上に配置することが
できる充電ドック１０３内に配置することができる。ユーザが朝目覚めると、温度センサ
１０１を前頭に置き、ベッドを放置する必要なく自身の温度を取ることができる。毎朝、
ユーザは、その温度を取った後にデジタルアシスタントＦＡＳ　１００によって求められ
た質問に答えることによって、ＦＡＳ　１００を用いて「チェックイン」を実行すること
ができる。これにより、ＦＡＳ　１００が、ユーザの月経周期における異なる点又は相で
データを収集することが可能になり、これは、ユーザが妊娠しようとしている場合には、
ユーザが妊娠しようとしている場合、妊娠可能期間及び／又は最大妊孕性の時期を予測す
ることができる。
【００２７】
　一実施形態では、ＦＡデバイス１０２が充電ドック１０３内に配置されると、ＦＡデバ
イス１０２は、収集された温度測定値を充電ステーション１０３内のメモリ（例えば、フ
ラッシュメモリ）に転送する。一実施形態では、ＦＡデバイス１０２及び充電ドック１０
３は、無線通信リンクを介して無線で温度測定値を転送することができるように、互いに
接続された有線又は無線（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介して）接続されている。
【００２８】
　一実施形態では、基礎体温測定値に加えて、ＦＡＳ　１００は、異なる種類の埋め込ま
れたバイオセンサによって提供される他のホルモンバイオマーカーを使用して、妊娠可能
期間又はホルモン周期を判定する。例えば、埋め込まれたバイオセンサを使用して、皮膚
上の汗中の塩化物イオン濃度の変化を検出することができる。一実施形態では、外部セン
サは、女性ホルモンヒト絨毛性ゴナドトロピン（ｈＣＧ）及び尿中の黄体形成ホルモン（
ＬＨ）の濃度の変化を検出するための電子デバイスなどの有線又は無線接続を使用して、
充電ドック１０３に結合することができる。ｈＣＧホルモンは、受精された卵母によって
放出され、尿中のこのホルモンの存在は、妊娠を示すマーカーである。
【００２９】
　一実施形態では、他のセンサをＦＡＳ　１００に含めることにより、ユーザのサイクル
全体にわたってホルモン変化を追跡することができる。したがって、ＦＡＳ　１００は、
妊娠及び妊娠回避のためだけでなく、思春期、閉経期、及び全体的なサイクルの意識につ
いても使用することができる。センサのいくつかの例としては、経皮センサ、及び唾液中
のエストロゲン濃度を検出するためのセンサが挙げられるが、これらに限定されない。例
えば、ユーザがほぼ外陰部である場合、唾液は、身体に存在するエストロゲンのレベルの
増加に起因して顕微鏡下で見たときに、異なるフェン様パターンを形成し始める。一実施
形態では、ＦＡデバイス１０２及び／又は充電ドック１０３は、ユーザの唾液中でフェニ
ングを照射するパーソナル顕微鏡を含むことができる。ユーザは、顕微鏡を使用して、サ
イクル全体の唾液中の視覚的変化を見ることができ、前もって７２時間を超えるように、
その排卵を予測することができる。代替的な実施形態では、ＦＡデバイス１０２及び／又
は充電ドック１０３は、パーソナル顕微鏡アクセサリ又は経皮センサに取り付けるための
ポートを含むことができる。
【００３０】
　図１Ｃは、ＦＡデバイス１０２がドック１０３及び周辺光インジケータシステム１０４
を充電することを示すＦＡＳ　１００の側面図である。ＦＡＳ　１０２によって収集され
た情報は、ユーザのオンラインアカウント（クラウド内）にアップロードされ、その後、
他のＦＡデバイス上でダウンロードされ得ることに留意されたい。例えば、連結具が２つ
の家を有する場合、それぞれの家にＦＡＳ　１００が存在し得、両方とも、他の場所で他
のＦＡＳから収集された情報と自動的に又は手動で更新又は同期される。
【００３１】
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　図２は、一実施形態に係るＦＡデバイス／充電ドックアーキテクチャ２００のブロック
図である。アーキテクチャ２００は、温度センサ２０３及びオーディオサブシステム２１
４のラウドスピーカ２１５及びマイクロフォン２１６が、充電ドック１０３ではなくＦＡ
デバイス１０２に含まれる可能性があることを除いて、ＦＡデバイス１０２及び／又は充
電ドック１０３のいずれかに使用することができる。アーキテクチャ２００は、ＦＡデバ
イス１０２又は充電ドック１０３のハウジング内のプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含め
ることができる。
【００３２】
　図示される例示的実施形態では、アーキテクチャ２００は、中央処理装置（ＣＰＵ）２
０１、無線周波数（ＲＦ）送受信機２０２、温度センサ２０３、周辺光インジケータシス
テム（ＡＬＩＳ）２０４、Ｉ／Ｏコントローラ２０５、メモリ２０６、再充電式電池２０
７、充電回路２０８、光起電セル（単数又は複数）２０９、誘導コイル（単数又は複数）
２１０、バス２１１、Ｉ／Ｏポート２１２、充電電極／接点２１３ａ、２１３ｂ、オーデ
ィオサブシステム２１４、ラウドスピーカ２１５及びマイクロフォン２１６を含む。
【００３３】
　セットアップ中、ユーザは、月経周期及び他の情報（例えば、年齢、体重、健康問題）
に関する質問を尋ねる。一実施形態では、質問は、音声サブシステム２１４から（例えば
、デジタルアシスタントから）口頭質問を使用して尋ねることができる。ユーザの発話応
答は、オーディオサブシステム２１４によって実装され、ユーザ入力データとしてメモリ
２０６に記憶された音声認識システムによって解釈される。一実施形態では、ユーザ入力
データは、プライバシーのためにメモリ２０６内で暗号化される。
【００３４】
　ＦＡＳ　１００は、温度ベースのＦＡＭを使用する。ユーザの体温は、月経周期全体に
わたって少量を自然に変化させる。そのサイクルの第１の部分ではより低く、次いで、卵
形の場合に上昇する。大部分の人々では、９６－９８度華氏は、卵を形成する前のそれら
の典型的な温度である。排卵後、温度は９７－９９度華氏まで上昇する。温度方法を使用
するために、温度法を使用するために、ユーザは、ＦＡ装置１０２の温度センサ２０３を
１日ごとに使用して温度読み取りを行う。温度測定値は、メモリ２０６に格納され、ＦＡ
デバイス１０２がドッキングされたときに充電ドック１０３に転送される。
【００３５】
　一実施形態では、充電ドック１０３内のＣＰＵ　２０１は、ユーザ温度及び月経周期日
数のメモリ内のマッピングを維持する。マッピングを使用して、ＣＰＵ　２０１は、膣内
腔について「安全」日を含む、妊孕性認識情報を判定する。例えば、安全な日数は、ユー
ザの温度の上昇が少なくとも３日間継続し、ユーザの温度が次の期間が始まる直前に終了
する。安全な日数の間、ユーザは、保護されていない膣内腔を有することができる。安全
でない（繁殖力のある）日には、膣内の相互過程を回避するか、又は別の出産制御方法を
使用することができる。判定された安全日に基づいて、ＣＰＵ　２１０はＡＬＩＳ　２０
４に命令して、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）又はアクティブマトリクス有機発光ダ
イオード（ＡＭＯＬＥＤ）などの１つ以上の周囲光源を活性化又は非活性化するように命
令する。例えば、結合が妊娠を回避することを望む場合、ＡＬＩＳ　２０４は、安全でな
い日に赤色の周囲光を活性化し、安全な日に緑色光を活性化することができる。結合が妊
娠の補助を望む場合、ＡＬＩＳ　２０４は、最小の妊孕性の時点で、緑色の周囲光（例え
ば、緑色ＬＥＤ）を活性化することができる（例えば、赤色ＬＥＤ）。充電ドックが結合
者の寝室のベッド側テーブル上にあるか、又は別の顕著であるがプライベート位置にある
場合、妊娠可能期間であることをカップルに注意喚起する。
【００３６】
　一実施形態では、基礎温度測定値及び／又はユーザ入力データ（例えば、ユーザの年齢
、ユーザのサイクルの開始、ユーザのサイクルの長さ、膣内腔の日付、既知の妊孕性問題
）は、ＣＰＵ　２０１によって実施される機械学習アルゴリズムに入力されて、妊娠可能
期間又はイベントを予測する。任意の好適な機械学習又は人工知能アルゴリズムを使用し
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て、予測（例えば、ディープ学習又は従来のニューラルネットワーク、支持ベクトル機械
、回帰又はクラスタリング技術）を作製することができる。
【００３７】
　アーキテクチャ２００の他の特徴は、無線ローカルエリアネットワーク（例えば、Ｗｉ
Ｆｉ）又は近距離通信（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＲＦＩＤ）と通信するための無線
送受信機２０２を含む。これにより、妊孕性認識情報がクラウドにアップロードされ、他
のデバイスと共有されるか、又はデスクトップ若しくはモバイルアプリケーション及びイ
ンターネットを使用して、不妊治療専門医と共有されることを可能にする。アーキテクチ
ャ２００はまた、他のデバイスと有線通信し、充電ドック１０３に電力供給するためのＩ
／Ｏポート２１２（例えば、ＵＳＢポート）及びＩ／Ｏコントローラ２０５も含む。ユー
ザのプライバシーを保護するために、一実施形態では、ハンドヘルド無線周波数識別子（
ＲＦＩＤ）リーダを医師が使用して、ローカルエリアネットワークを介して（例えば、ユ
ーザＷｉＦｉネットワークを通じて）ＦＡＳ　１００からプライベートユーザデータを読
み取ることができる。
【００３８】
　オーディオサブシステム２１４は、テキストを音声変換器に使用してラウドスピーカ２
１５を通して口頭質問を生成することができ、また、マイクロフォン（単数又は複数）２
１６を通じてユーザから質問への発話応答を受信することができる。オーディオサブシス
テム２１４は、音声をテキストに変換するための音声認識エンジンを含むことができ、そ
れにより、それを使用して、妊孕性認識データを生成することができる。一実施形態では
、オーディオサブシステム２１５は、音楽又はオーディオエフェクトを再生するためのメ
ディアプレーヤを含むことができる。これにより、充電ドック１０３は、スマートスピー
カ又はデジタルアラームクロックなどの他の有用なタスクを実行することができる。ＲＦ
　ＴＸ　２０２を介したインターネット接続は、ユーザが、ニュースフィード、インター
ネット無線、検索、ショッピング、発注、通話の作成などの他のオンラインサービスにア
クセスすることを可能にすることができる。
【００３９】
　ＦＡデバイス１０２は、電極／接点（複数可）２１３ａを使用してドッキングされたと
きに充電ドック１０３によって充電することができる。電源コード２１３ｂは、壁コンセ
ントから充電ドック１０３に電力供給するために使用することができる。一実施形態では
、光起電セル２０９及び／又は誘導コイル（単数又は複数）は、電荷回路２０８と共にＦ
Ａデバイス１０２を充電するために使用され得る。誘導コイル（単数又は複数）はまた、
上述のＲＦＩＤ読み取り機用途において、ＲＦ　ＴＸと共に使用することができる。
【００４０】
　図３は、一実施形態に係る、妊娠可能期間を判定するためのプロセス３００のフローチ
ャートである。プロセス３００は、図２を参照して説明されるアーキテクチャを使用して
実装することができる。
【００４１】
　プロセス３００は、バイオセンサによって、ユーザ（３０１）の基礎体温測定値を取得
することによって開始することができる。プロセス３００は、プロセッサによって、基礎
体温測定値及びユーザ入力データ（３０２）に基づいて、ユーザの妊孕性状態を判定する
ことによって継続する。例えば、ユーザ入力データは、ユーザの年齢、ユーザのサイクル
の長さ、ユーザの既知の妊孕性問題などのデジタルアシスタントを介してデバイスによっ
て求められた一連の質問に応じて、デバイスによって取得することができる。ユーザの回
答は、ユーザの月経周期のマップを作成するために、温度測定値と共に使用され得る、テ
キストに変換された１つ以上のマイクロフォンによって受信することができる。プロセス
３００は、１つ以上のプロセッサによって、判定された妊孕性状態に基づいて、１つ以上
の周囲光色（３０３）を選択することによって継続する。プロセス３００は、周囲光イン
ジケータシステム、選択された１つ以上の周囲光色（３０４）を有する１つ以上の周囲光
源を活性化することによって継続する。
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【００４２】
　記載される特徴は、デジタル電子回路構成、又はコンピュータハードウェア、ファーム
ウェア、ソフトウェア、若しくはそれらの組み合わせで実装され得る。特徴は、プログラ
ム可能なプロセッサによる実行のために、情報搬送機内、例えば、機械可読記憶デバイス
内に有形的に具現化されたコンピュータプログラム製品で実装され得る。方法ステップは
、入力データ上で動作し、出力を生成することによって、記載される実装例の機能を実施
するための命令のプログラムを実行するプログラム可能なプロセッサによって実施され得
る。
【００４３】
　記載される特徴は、データ記憶システム、少なくとも１つの入力デバイス、及び少なく
とも１つの出力デバイスからデータ及び命令を受信し、データ記憶システム、少なくとも
１つの入力デバイス、及び少なくとも１つの出力デバイスにデータ及び命令を伝送するよ
うに結合された少なくとも１つのプログラム可能なプロセッサを含むプログラム可能なシ
ステムで実行可能な１つ以上のコンピュータプログラムにおいて有利に実装され得る。コ
ンピュータプログラムは、ある特定の活動を実施するため、又はある特定の結果をもたら
すために、コンピュータにおいて直接的又は間接的に使用され得る命令のセットである。
コンピュータプログラムは、コンパイル又は解釈された言語を含む任意の形態のプログラ
ミング言語（例えば、Ｏｂｊｅｃｔｉｖｅ－Ｃ、Ｊａｖａ（登録商標））に書き込まれて
もよいし、スタンドアロンプログラムとして、又はモジュール、構成要素、サブルーチン
、若しくはコンピューティング環境での使用に好適な他のユニットとしてのものを含む、
任意の形態で展開されてもよい。
【００４４】
　命令のプログラムの実行に好適なプロセッサとしては、例えば、汎用マイクロプロセッ
サ及び専用マイクロプロセッサの両方、並びに任意の種類のコンピュータの単独のプロセ
ッサ、又は複数のプロセッサ若しくはコアのうちの１つが挙げられる。概して、プロセッ
サは、リードオンリーメモリ若しくはランダムアクセスメモリ又はその両方から命令及び
データを受信するであろう。プロセッサ及びメモリは、ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路
）によって補完され得るか、又はＡＳＩＣ内に組み込まれ得る。
【００４５】
　コンピュータプログラム命令及びデータを有形的に具現化するのに好適な記憶デバイス
としては、例えば、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、及びフラッシュメモリデバイスなどの半
導体メモリデバイスが挙げられる。
【００４６】
　ユーザとの対話を提供するために、機構は、ＬＥＤ（発光ダイオード）、ＬＣＤ（液晶
ディスプレイ）ディスプレイ、ＯＬＥＤ、又はタッチディスプレイなどのディスプレイデ
バイスを有するコンピュータ上に実装されてもよい。
【００４７】
　いくつかの実装例を記載してきた。それにもかかわらず、様々な修正が行われ得ること
が理解されよう。１つ以上の実装例の要素は、更なる実装例を形成するために組み合わさ
れても、削除されても、修正されても、補完されてもよい。更に別の実施例では、図に描
写される論理フローは、所望の結果を達成するために、示される特定の順序、又は連続的
な順序を必要としない。加えて、他のステップが提供されても、ステップが、記載される
フローから排除されてもよいし、他の構成要素が、記載されるシステムに追加されても、
又はそこから除去されてもよい。したがって、他の実装例は、以下の特許請求の範囲の範
囲内である。
【符号の説明】
【００４８】
１０１　温度センサ
１０２　装置
１０３　充電ドック
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１０４　周辺光インジケータシステム（ＡＬＩＳ）
２００　充電ドックアーキテクチャ
２０１　中央処理装置（ＣＰＵ）
２０２　無線周波数（ＲＦ）送受信機
２０３　温度センサ
２０４　周辺光インジケータシステム（ＡＬＩＳ）
２０５　コントローラ
２０６　メモリ
２０７　再充電式電池
２０８　充電回路
２０９　光起電セル
２１０　誘導コイル
２１１　バス
２１２　ポート
２１３　接点
２１４　オーディオサブシステム
２１５　ラウドスピーカ
２１６　マイクロフォン（単数又は複数）

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】
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